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研究成果の概要（和文）：中国・内モンゴル自治区の草原地域を対象に固定式住居（バイシン）の間取りの状況と変容
過程を明らかにした。調査したのは、アラシャ、赤峰市、シリンゴル、ホロンバエルの4地域である。アラシャと赤峰
市、シリンゴルは一室型から一行三室型までは同じ変化をたどり、その後、アラシャは庭型、赤峰市は二行型に変化し
ている。ホロンバエルは他地域とは違い東西方向に出入り口があるなど、最初から独自の変化をたどっている。

研究成果の概要（英文）：We clarified changing of Mongolian pastoralist's living spaces in Inner Mongolia A
utonomous region, China. We surveyed four regions. Araxa,Xilingol,Khorchin,Hulun Boir. We found four house
 types in Araxa, Xilingol and Khorchin. One room type, Two rooms type and Three rooms type. The process of
 change was the same. But after that, the process of change was different. In Hulun Boir, the type of the 
house was considerably different. 
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１．研究開始当初の背景 
モンゴル族の伝統的な住居は、草原での移
動式住居（ゲル）である。しかし、中国内モ
ンゴル自治区におけるモンゴル族の住居が
急速に変化している。 
遊牧を営むモンゴル族は長くゲルを使っ
ていた。17世紀末頃から漢族の影響を受けた
内モンゴル東北地域で農耕が始まり、定着す
るものが現れる。その結果、住居を移動させ
る必要がなく、ゲルが土で造られるようにな
る（これを移動式のゲルと区別してエーヴィ
ンゲルと呼んでいる）。エーヴィンゲルには
中央の炉の周りにハンジ（漢語で炕：カン）
と呼ばれるオンドル式の床暖房も設置され
た。その後、円形から方形へと変化したが、
内部はゲルと同じく一部屋の空間であった
（海日汗：モンゴル族住居の空間構成概念に
関する研究―内モンゴル東北地域モンゴル
族土屋家屋を事例として―，日本建築学会計
画系論文集 579，pp.179-186,2004）。 
 ただし、この変化は内モンゴル東北地方の
一部にとどまり、大半のモンゴル族は遊牧を
営み、ゲルを使用していた。その状況が大き
く変化したのは 1980年代からである。80年
代初頭から家畜の私有化、土地の使用権化が
始まり、それまでのような長距離移動が少な
くなり、移動する頻度も減少した。この頃か
ら、固定家屋（バイシン）の建設が広い地域
で始まった。しかし、この時点ではゲルも利
用されていた。90年代に入ると土地の境界を
柵で囲う家庭が増え、自由な移動はかなり制
限されるようになった。その結果、バイシン
の利用が急速に広がる。この変化を決定づけ
たのは 2000 年代にとられた生態移民政策で
ある。これは環境対策、資源対策から出され
た政策であるが、この政策によって内モンゴ
ル自治区から遊牧がほぼ消滅した。もちろん
家畜の移動は見られるが、大半は自分の敷地
内もしくは契約した敷地内に限定されてい
る。住居もバイシンに代わり、多くの地域で
はゲルを住居として使わなくなった。比較的
ゲルを利用している地域でも、移動先での一
時的な利用に変わっている。 
 わずか 30 年ほど、比較的早くバイシンを
使い始めた地域でも 50 年程度の間で、移動
式の一室住居から複数の部屋を持つバイシ
ンに変化したわけで、現時点であればその急
速な変化過程をほぼ把握することができる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、内モンゴル自治区を対象とし、
主として牧畜を営むモンゴル族住居（バイシ
ン）の間取り変化が、どのような理由で、ど
のように進んだか、地域によってどのような
違いが見られるかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では内モンゴルを 5地域に分け（ア
ラシャ、オルドス、シリンゴル、ホルチン、
フルンボイル）、下記の現地調査を行った。 

＜アラシャ＞ 
①2010 年 9 月：右旗ウリントヤガチャ（12
軒） 
②2011 年 6月：左旗エリキハシガソムウリテ
クレガチャ（9軒） 
③2011 年 9月：右旗ヤブライ鎮ダンジリンガ
チャ（9軒） 
④2012 年 3月：右旗ヤブライ鎮ダンジリンガ
チャ（14 軒） 
⑤2012 年 6月：右旗ヤブライ鎮ダンジリンガ
チャ（7軒） 
⑥2012 年 11 月：右旗ヤブライ鎮ダンジリン
ガチャ（7軒） 
⑦2012 年 12 月：右旗ウリントヤガチャ（8
軒） 
⑧2013 年 10 月：エジネ旗ソゴヌルソムチゲ
ガチャ（20軒） 
＜ホルチン＞ 
①2012 年 6月：通遼市左翼後旗スブンガチャ
（18 軒） 
②2012 年 8月：赤峰市バーリン右旗チャガン
オスガチャ（12 軒） 
③2012 年 10 月：赤峰市ヘシッテン旗バイン
チャガンガチャ（8軒）、 
④2012 年 10 月：赤峰市ヘシッテン旗オーボ
ルガガチャ（10 軒） 
⑤2013 年 8月：赤峰市ヘシッテン旗バインチ
ャガンガチャ（6軒） 
＜フルンボイル＞ 
①2013 年 7月：新バルグ右旗アラシャンソム
（3 軒）、新バルグ右旗ヘルルンソム(8 軒)、
新バルグ右旗アラタンエメール鎮(8軒) 
 
＜比較調査など＞ 
内モンゴルとの比較調査などを下記の地
域で行った。 
①福建省（2010 年～2012 年） 
②新疆ウイグル自治区(2012 年、2013 年) 
③上海市（2011 年、2012 年） 
 
４．研究成果 
①バイシンの種類 
 アラシャ、シリンゴル、ホルチンで確認さ
れた一般的なバイシンは一室型、一行二室型、
一行三室型の 3種類である。 
・一室型：移動式住居であるゲルの形で固定
家屋にしたもの。はじめは円形であったが、
方形のものもある。部屋の内部はゲルの使い
方と大きく変わらない。 
・一行二室型：独立型と間仕切り型がある。
独立型は一室型方形の住宅二つを東西方向
につなげたもの。二部屋は内部でつながって
いない。一方は日常生活で使い、他方は倉庫
などに使う。間仕切り型は、一室型を間仕切
りで二部屋に分け東西の二つの部屋にした
もの。二部屋は内部の扉でつながっている。
東側の部屋は炊事などで使い、西側の部屋は
寝室などに使っている。 
・一行三室型：独立型、三室型、三室一丁型
がある。独立型は一室型方形を東西方向に三



件つなげたもの。ほとんど見られない。三室
型は、東西方向に三室の部屋をつないだもの。
中央の部屋から出入りし、三室は内部に設け
られた扉でつながっている。中央の部屋は出
入り口、炊事など、東側の部屋は、客間、高
齢者の寝室、西側の部屋は、夫婦の寝室、子
どもの寝室として使っている。三室一丁型は、
中央の部屋を間仕切りで南北に区切ったタ
イプ。北側は炊事、南側は玄関、手洗いなど
に使っている。 
 アラシャでは一般的な三タイプ以外に庭
型が見られた。 
・庭型：一行三室型の南側に中庭をもうけ、
別棟を建てる形。母屋、別棟、塀で囲まれた
庭がある。別棟は炊事などに使う。 
 ホルチン、オルドスでは一般的な三タイプ
以外に、二行三室型が見られた。一行三室型
の北側に部屋を増やしたもので、一般的には
中央の部屋とつながっている。北側にもうけ
た部屋は炊事、倉庫に使う。 
 一室型、一行二室型、一行三室型、庭型、
二行三室型には規則性が認められるが、それ
以上に複雑な間取りについては特に規則性
は認められない。 
 フルンボイルでも、一行二室型や一行三室
型を見ることができたが、他地域では異なっ
た間取りが多く見られた。特徴的な点は下記
の通りである。 
・入り口：他地域では入り口が南側であった。
2 行型になると勝手口が北側に設けられる場
合もあるが、南側の入り口が中心である。フ
ルンボイルでは、東側もしくは西側に中心と
なる入り口を設けている例が多い。 
・他地域では中央に設置する部屋で炊事を行
うなど、中央の部屋が重要な役割を果たして
いる。それに対してフルンボイルでは中央が
部屋ではなく通路として使われている場合
が多い。 
 フルンボイルでなぜこのような特徴があ
るのかは不明である。ヒヤリングでは他民族
の影響、ロシアの影響等が聞かれたが、確認
できていない。 
 
②バイシンの変遷 
・アラシャでは間取りが下記のような変遷を
たどっている。 
一室型円形→一室型方形→一行二室型(独
立型)→一行二室型（間仕切り型）→一行三
室型(三室型)→一行三室型（一丁型）→庭型 
・ホルチンでは間取りが下記のような変遷を
たどっている。 
一行二室型(独立型)→一行二室型（間仕切
り型）→一行三室型(三室型)→一行三室型
（一丁型）→二行三室型 
おそらく一行二室型の前に一室型が存在
したと思われるが確認できていない。 
 
③定住の様式 
 内モンゴルの定住様式は生業の内容と敷
地の状況に左右されている。 

・アラシャではラクダ、羊、ヤギが牧畜の中
心である。ラクダ、ヤギ、羊は春から夏、秋
にかけて、自分の敷地に関係なく、遊牧状態
とされ、ほとんど世話をしない。その期間は、
都会に出て仕事をするか、観光業などに従事
しており、大半の牧民は都市部に夏用の住居
を所有している。冬は草原の冬営地ですごし、
ここが草原生活の拠点になるため、住宅はバ
イシンとなっている。大半の世帯は、春営地
を持ち 1ヶ月程度はそこで過ごす。ただし期
間が短いため、ここの住居はバイシンとゲル
が併用されている。 
・ホルチンでは、農業と牧畜を両方営んでい
る。農業をする以上定住しかあり得ず、牧畜
も原則として 1箇所で行われ、住居もバイシ
ンが一つになる。農地と牧地の両方を持って
いるため、ここの敷地は狭く、敷地内での移
動も認められない。そのためゲルもほとんど
利用されない。 
・シリンゴルでは、牧畜が中心で、羊、ヤギ
が多い。アラシャとは異なり、一年を通じて
家畜の世話を毎日行う。多くの家庭では冬用
のバイシンを持ち、夏営地が冬営地に近接し
ている場合はバイシンが一軒である。夏営地
が遠い場合はもう一軒家を持つが、そこでは
バイシンとゲルが併用されている。 
 
④住宅設備 
 住宅設備で重要なのはハンジ(中国名：カ
ン)である。シリンゴルやホルチンではハン
ジはもともと南面に面して設けられていた。
しかし一行三室型から二行三室型に住宅規
模を大きくするためには北側の部屋の暖房
が必要になる。そこでハンジが部屋の中央部
に移動している。 
 フルンボイルでは床暖房でなく、壁暖房が
多い。おそらくロシアの影響だと思われる。
そのため、壁の位置が暖房上、重要になる。
間取りとの関係では、東西方向に入り口があ
るプランの場合、壁暖房が東西方向に入り、
入り口が南の場合、壁暖房が南北方向に入っ
ている。 
 
⑤比較調査など 
 モンゴル族住居の独自性をより明確にす
るため、ウイグル族の住居、漢族の住居（土
楼）の状況、保護施策について現地調査を行
った。 
 また、都会に移転したモンゴル族が草原で
の住まい方をどの程度継承しているかを上
海で調査した。これらについては各調査地 1
～2 回程度の調査であり、明確な結論は得ら
れていない。今後、機会があれば詳細な調査
を行う。 
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